
村民の皆さまへ                                  

         

 

 

 

 村が平成２９年３月に策定した「鮫川村中心地域活性化基本構想」は、「活気ある地域づくりを

生むような、村内住民が集える場」、「村外からの来訪者の窓口となったり、村の情報を得たり、村

をめぐるスタート地点となる場」、「地域の基幹産業である農林業の振興に寄与できる場」、「住民と

行政の協働により、賑わいをつくる場」、「地域の食材や食文化など、「食」を活かして創造的に展

開できる場」の５つの基本目標を設定し、「新しい鮫川村の象徴としての中心地域整備」を提言し

ています。 

こうしたことから、令和元年６月に鮫川村地域活性化協議会が設置され協議を進めています。 

その中で、農産物加工・直売所「手・まめ・館」は、老朽化に伴い衛生面及び環境面に課題がある

こと、施設の一部に耐震性能の不適が認められ耐震改修が必要とされていること、施設に接続され

ている道路の交通安全確保が求められていること、駐車場が狭いことなどの課題を解決するために、

農産物加工直売所の建て替えが喫緊の課題とされています。 

また、子育て家庭を村全体で支援する視点から、多面的な子育て支援を積極的に推進し、若い世

代が安心して子どもを生み、健やかに育てていくことができる環境づくりが求められています。 

そこで、村民の皆さまが「中心地域活性化拠点施設」に期待することなどを把握し、「鮫川村中

心地域活性化拠点施設整備計画」に反映することを目的として、村内の全世帯を対象としたアンケ

ート調査を行います。 

 皆さまには、お忙しいところお手数をおかけいたしますが、ご理解いただき、ご協力くださいま

すようよろしくお願いします。 

 なお、いただいたアンケートの回答は、この調査の目的以外には使用いたしません。 

 

   令和元年１２月 

 

                           鮫川村中心地域活性化協議会 

  

 

 

～アンケートご記入にあたってのお願い～ 

 

○ このアンケートは、氏名の記入は必要でありません。 

○ このアンケートは、家族のどなたがお答えしてもかまいません。 

○ ご回答は、設問ごとに、あてはまる番号を選んで、○印で囲んでください。なお、一部、記入する設問もあり

ます。 

○ ご記入いただいたアンケート用紙は、令和元年１２月２７日(金)までに、添付の返信用封筒（切手を貼る必

要はありません）に入れ、ポストに投函してください。（直接、農林商工課へお持ちいただいても結構です。） 

○ このアンケート調査についてのお問い合わせ、ご不明な点などがございましたら、下記までお願いします。 

 

事務局：鮫川村農林商工課 電話 0247-49-3113 

 

 鮫川村中心地域活性化拠点施設整備に関するアンケートのお願い 



 

 

 

 

問１ あなたの性別をお答えください。（１つに○） 

１．男性       ２．女性 

 

問２ あなたの年齢は次のどれにあてはまりますか。（１つに○） 

１．19歳以下     ２．20～29 歳     ３．30～39 歳     ４．40～49 歳 

５．50～59 歳     ６．60～69 歳     ７．70～79 歳     ８．80歳以上 

 

問３ あなたの住んでいる行政区はどこですか。（１つに○） 

１．赤坂西野区   ２．西山区    ３．赤坂中野区   ４．赤坂東野・石井草区 

５．富田区     ６．渡瀬区    ７．青生野区 

 

問４ あなたの同居しているご家族に、小学校就学前、小学生、中学生のいずれかのお子様はいらっしゃ

いますか。（１つに○） 

１．いる      ２．いない 

 

問５ あなたの同居しているご家族に、６５歳以上の方はいらっしゃいますか。（１つに○） 

１．いる      ２．いない 

 

問６ あなたのご職業は、次のどれにあてはまりますか。（１つに○） 

１．農業   ２．自営業   ３．会社員・公務員・団体職員   ４．パート・アルバイト 

５．学生   ６．家事専従  ７．定年退職者          ８．無職 

９．その他（                                ） 

 

問７ あなたは、どれくらいの頻度で『農産物加工・直売所「手・まめ・館」』を利用していますか。（１つに○） 

１．ほぼ毎日    ２．週に２～3回程度    ３．週に 1回程度   ４．月に１～２回程度 

５．半年に数回程度 ６．ほとんど利用しない   ７．利用したことがない        

 

問８ あなたは、どれくらいの頻度で「道の駅」（県内・県外を含む）を利用していますか。（１つに○） 

１．ほぼ毎日    ２．週に２～3回程度    ３．週に 1回程度   ４．月に１～２回程度 

５．半年に数回程度 ６．ほとんど利用しない   ７．利用したことがない        

 

 調   査   票 

１ あなた自身についてお伺いします。 



 

 

 

問９ 「村民のため」、「子育て世代のため」、「道路利用者又は村外からの来訪者のため」の３つの視点か

ら、 あなたが「中心地域活性化拠点施設」に必要と思われる番号を【選択肢】の中から３つ選んでく

ださい。また、【選択肢】にない施設・機能があれば、その他の施設の欄に施設・機能などを記入して

ください。 

 

視点 
下記の【選択肢】から３つ選ん
で番号を記入してください。 

その他の施設 

１．村民のために必要な施設・機能     

２．子育て世代のために必要な施設・機能     

３．道路利用者又は村外からの来訪者（観
光など）のために必要な施設・機能 

    

 

 【選択肢】 

必要な施設・機能（取組み） イメージ 

１．農産物直売 農産物、工芸品等の販売 

２．食品加工施設 大豆製品などの加工品の製造 

３．物販販売 日用食品、生活用品等の販売 

４．飲食施設 食堂・レストラン、フードコート 

５．喫茶施設 コーヒー等の飲料を提供 

６．ミルクプラント 牛乳や加工品の６次製品化施設 

７．地域・観光情報を発信する機能 観光やイベント情報提供 

８．道路・観光マップ・管内図等の掲示 目的地までの案内等の情報提供 

９．災害時の避難施設 災害時に避難場所等に活用できる施設 

10．防災のための機能 防災のために必要な機能を整備 

11．放課後児童クラブ 小学校放課後に児童を預かる施設 

12．公園・広場 遊具等を設置し子どもが遊べる施設 

13．授乳室・おむつ替え施設 子どもを持つ保護者が安心して利用できる施設 

14．室内遊び場 室内遊具や児童書を設置し、子どもが遊べる施設 

15．研修室 
村民や農産物等生産者の研修活動等に多目的に
利用可能な施設 

16．多目的交流広場 
屋外でイベント等が開催できる空間や多様な世
代が休憩することができる施設 

17．テナント又はレンタルスペース 起業者支援のために一時的に利用できる施設 

18．体験型農園 果実の摘み取り体験などができる体験農園 

19．特にない  

※駐車場・トイレは、整備することを前提としていることから選択肢から除いています。 

２ 村に「中心地域活性化拠点施設」を整備する場合についてお伺いします。 

 



 

問１０ 村に「中心地域活性化拠点施設」を整備する場合、村の産業や地域に、どのような効果をもたらすこ

とを最も期待したいですか。（あてはまる番号に３つまで○） 

 

問１１ 村に「中心地域活性化拠点施設」を整備する場合、日々の暮らしなどに、どのような効果をもたらす

ことを最も期待したいですか。（あてはまる番号に３つまで○） 

 

問１２ 村にある資源などで、次のうち、どれを生かすと鮫川村の個性、鮫川村らしさのある「中心地域活性

化拠点施設」になると思いますか。（あてはまる番号に３つまで○） 

１．まめで達者なむらづくり          ２．大豆・えごまの特産品                    

３．村の農産物                ４．酪農（牛乳） 

５．郷土料理                 ６．特産品を使った料理 

７．子育てしやすい村の環境          ８．舘山公園などの景勝地 

９．村の歴史や文化財             10．わからない 

11．その他（                                  ）     

 

問１３ あなたが問９でお答えいただいた「中心地域活性化拠点施設」に必要だと思う施設・機能が整備され

た場合、あなたはどの程度利用したいと思いますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．ほぼ毎日        ２．週に２～３回程度       ３．週に 1回程度 

４．月に１～２回程度    ５．半年に数回程度         ６．ほとんど利用しない    

 

１．地産地消（村で生産された農産物などが村で消費すること）が進む 

 ２．村の農業が活性化する          ３．特産品開発などが進む 

 ４．村の知名度やイメージが向上する     ５．新たな観光拠点が誕生し観光振興につながる  

 ６．来訪者が増え、村に活気が生まれる    ７．村の商工業が活性化する  

 ８．働く場や機会が増える          ９．わからない  

 10．その他（                                 ）  

１．趣味や余暇を楽しめる場が増える     ２．村内で買い物がしやすくなる            

３．村内で飲食がしやすくなる         ４．交流の場や機会が増える 

５．防災設備が整い、地域の防災力が高まる 

６．子ども向けの環境が整い、子育てがしやすくなる  

 ７．わからない 

 ８．その他（                                 ）  



 

 

問１４ 現在の「手・まめ・館」の運営に関する要望や今後工夫すべき点をお聞かせください。 

（あてはまる番号のすべてに○） 

１．売り場面積の拡大      ２．商品陳列の工夫      ３．商品保管の工夫 

４．商品情報提供の工夫     ５．営業時間の延長      ６．販売員の能力向上 

７．試食・試飲の実施      ８．新商品の企画・開発    ９．食堂メニューの工夫 

10．ホームページによる情報提供 11．販売組織の工夫      12. 駐車場・進入路の改善 

13．その他（                                    ） 

 

◎ 今後、「手・まめ・館」へ農産物やお惣菜などを出荷したい、出荷を検討したいとお考えの方で、詳しい

内容をお知りになりたい方は、個別にご案内やご説明をいたしますので、ご連絡先をご記入ください。 

氏  名  

住  所 鮫川村大字                   字 

電話番号 ０２４７－       － 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

 

３ 現在の農産物加工・直売所「手・まめ・館」についてお伺いします。 

 

４ 地域活性化等に関して、ご意見があればご記入ください。（自由記述） 


